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科学広報奮戦記

第５回　冊子をつくる

研究科の案内、研究プロジェクトの紹介、研究会の抄録集。冊子は作る機会ももらう機会も意外と多いものです。しかし，「印象に残ったものは？」と問われる意外と少ないかも知れません。せっかく予算をかけて作るならば、印象深く効果的な冊子を作りたいもの。では，どんなものを作ればよいのでしょうか？

印刷物の特徴

インターネットがこれだけ発達した時代、印刷した冊子をわざわざ作る、その意味をまず、考えてみましょう。

まず印刷物は手元に残り，長期にわたって保存することができます。これから説明する冊子とは異なりますが，参考文献とされるものが基本的に印刷物なのは，長期の保存が可能で版を指定すれば変更がなく、多少古い文献でも，発行元と発行年月日をたどれば誰でも同じ情報にアクセスできるからです。

また、冊子を相手に渡して説明するのは、ほぼどんな場所でも可能です。持ち運べるという特徴のためです。反面、分厚くなると重くなる、という欠点もあります。

そして、冊子は、相手に渡すことで読んでもらえるわけですから、ターゲットがはっきりしやすいという特徴もあります。この特徴は、利点にもなり、欠点にもなります。

印刷物を作る意味は、これらの特徴を活かして読者にアピールすることにあります。そして、大切なのは、印刷物を印刷物だけで完結させずに、印刷物がもつ欠点をほかのメディアで補完できるように、企画の構想段階で考えておくことです。

以下に詳しくみていきましょう。

誰がどのように手に取るのか

冊子を作るにあたって、まず、イメージしたいのは、どんな人がどんな風に手に取るのかということです。

通りがかりの人がさっと手に取るものならば、重たいのは困ります。また，ほかの種類のものもたくさんささっているラックの中から選ばれるものであれば、表紙に一瞥してどんなものかがわかる記述かビジュアルがほしいところ。年々発展していくプロジェクトの年次報告ならば、昨年、一昨年とシリーズだという感じが、一目で伝わるものがいいので，キーになるカラーを統一するなどの工夫をするとよいでしょう。机の上で開くのが前提ならばA4サイズ以上でもいいですが、移動中に読んでもらいたいなら，サイズを小さくする必要があります。

これら以外にも，大きさや厚さ、表紙のテイスト、文字量，文体なども誰にどのような状況で手にとってもらいたいかというイメージで、決まってきます。

配布方法や部数を事前に具体的に詰めておくことも重要です。印刷物は、よほど分厚いものでない限り、1000冊以上の単位になると、100冊増やしても制作費の差はすごいものではありませんが，それを配るための輸送や郵送にはコストがかかり、保管するためにはスペースを食います。

構成と台割

読者のイメージがある程度かたまったらこれをもとに、どのような情報を入れるべきか、構成を考えます。学会の要旨集はどれも同じと感じる人もいるでしょうが、事前に郵送されるのであれば、会場の周辺図が入っていたほうが便利だったりすると思います。今まで手に取った冊子のどんな点がよかったか，役に立ったか思いおこしてみましょう。

まずは、おおまかな目次をつくるところから始めます。たとえば同じプロジェクト概要紹介でも、無記名の文章か、代表の写真入りの署名文章するのか、あるいは、代表に対するインタビュー形式にするのか、はたまた座談会を採録するのか、などコンテンツの作り方もいろいろとあります。

冊子のページ構成を、1ページから最終ページまで一覧にしたものを、台割と言います。台割を作ってみることで、全体の中での一つ一つのコンテンツが見やすくなり、読者にどんな印象を与えるか考えやすくなります。

写真とレイアウトと文章と

冊子のなかでもパンフレットなどは、じっくりと「読む」小説や学術書と違って、読者は「眺める」ところから始めます。その際に、細かい文字だけでは惹きつけて、「読む」ところまで誘うことはできません。鍵になるのは、多くの場合、ビジュアル。写真、図、イラストなど、研究内容を表し象徴するものはもちろん、実施したイベントのもの、はたまた、研究科や研究室のふだんの様子を写したものなども重要です。ふだんの活動を伝える写真、というのは意外ともち合わせがありません。週に一度セミナーを開催している研究室は多いですが、そのときの写真を撮ったことがあるところは少ないでしょう。そうした写真は、冊子を作る段になって、数日で集めることはできないものが多く、意識的に、画質の高い写真を、肖像権が発生する人への確認も怠ることなく、蓄積していくことは重要です。

ビジュアルイメージを意識した、一般向けの冊子では、こうして集めた訴求力の高い写真を選んで、まずレイアウトした上で、それに合わせた長さの文章を用意します。す「皆さん締切までに何文字程度で書いてください！」、と号令をかけて一斉に集めた文章を編集する、というスタイルでつくられることの多い研究機関の冊子では，なかなかむずかしいかも知れません。そこは、多少お金をかけられるならば、プロの編集者やサイエンスライターに取材・執筆を任せる、ということも選択肢としてもよいでしょう。

他メディアとの連動・連携

コンテンツのなかでもとくにインタビューや、座談会などは，盛り上がって、予定していた紙面に載りきらない、といった事態も発生します。こうした場合に無理をして文字を読みにくいほど小さくして詰め込むのは、逆効果。エッセンスを抽出して、抜粋版を掲載し、全文をウェブサイトに掲載する、といったことが考えられます。これは冊子を配布した相手を、ウェブサイトへと誘導する、一つの戦術にもなりえるのです。

ほかに、広報目的で開いたシンポジウムの写真を掲載するとともに、内容の一部を冊子に収録するなど、印刷物・ウェブサイト・イベントを常に連動させて考えていると効果的です。そして、それらの多くのメディアの間を統一感をもってつなぐのが、ロゴマークを中心としたビジュアルイメージになっていきます。

プロを使うということ

　お読みになって、ここまではとても研究者の手には負えない、と感じられた方もいらっしゃるでしょう。ですが、上記のようなことを意識されて、制作を委託をするならば、きっとできが違ってくるはず。自ら手を下してすべてを実行するのではなく、制作に携わるそれぞれのプロに依頼すること、あるいは、科学と社会の間の接点になる人材を雇用すること（筆者もその一人です）、などによって、周囲の力を利用していくことも大切です。また、そうすることによって、分野やプロジェクトに対する、より深い理解者を周辺に増やし、科学を支えることにもつながっていくのです。

次回予告
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